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研究成果の概要（和文）： 
本研究課題では，単相多元データを分析する際に，個々の局所的な関係を考慮した上で，全体
的な関係を示す情報を分析するための単相多元 MDSのモデルの提案した．また．個々の局所的
な関係を考慮したモデルを適用すべきなのか，考慮しないモデルを適用すべきなのかという，
適切なモデルの選択のための基準について提言を行った．そして，提案したモデルを消費者行
動のデータに適用し，消費者行動研究への応用を目指した．  
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of present study is to examine whether one-mode multi-way multidimensional 
scaling (MDS) is necessary or not. In the previous studies, it is concluded that the 
results of a one-mode three-way MDS are similar to that of a one-mode two-way MDS. The 
reason for such similarity is that strong influences of dyadic relationships on triadic 
relationships would be included in one-mode three-way proximity data. If, the results 
of a one-mode three-way MDS are similar to that of a one-mode two-way MDS, dyadic 
relationships strongly influences triadic relationships. On the other hand, if the 
results of a one-mode three-way MDS are not similar to that of a one-mode two-way MDS, 
dyadic relationships weakly influences triadic relationships. Under weak influence of 
the dyadic relationships, the triadic and dyadic relationships would be separately 
analyzed. So, the present study compares the results obtained from marginal association 
with that of conditional association. It examined whether one-mode multi-way 
multidimensional scaling model is necessary or not. Finally, the proposed model was 
applied to the consumer behavior data.  
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(MDS)は，視覚的に対象間の関係を捉えるの
に優れた手法である．最も一般的なモデルで
ある単相 2元 MDSは，実験や調査などで得ら
れた様々なデータから，2 つの対象間の関係
を示す近接度データを算出し，その近接度デ
ータと 2つの対象間の距離が単調関係となる
ように，多次元空間内に対象間の関係を表現
する．これは，対象間の関係は，最小単位で
ある 2つの対象間の関係に還元して説明可能
であるという考えに基づいている．しかし，
林(1989)で述べられているように｢対象間の
関係はあるがままにデータを縮約せず表現
すべきである｣という考えも存在する．そこ
で，2 つの対象間の関係に縮約せずに，全体
的な関係を表現するために，単相 3元 MDSな
ど単相多元データに適応したモデルが提案
されるようになった (e.g. Cox, Cox, & 
Branco, 1991; De Rooij, 2002; De Rooij & 
Gower, 2003)． 
しかしながら，3 つの対象間の関係を表す単
相 3 元 MDS，もしくはそれ以上の対象間の関
係を表す単相多元 MDSによる分析結果からは，
有益な示唆が得られるものの，単相 2 元 MDS
による分析結果と非常に類似した傾向を示
すことが報告されている(Gower & De Rooij, 
2003) ． そ こ で ， Nakayama(2005) や
Nakayama(2006)では，3 つの対象間の距離を
定義する際に，重み付けの概念を導入しモデ
ルの改良を試みた．重み付けの概念を導入す
ることで，解釈の精度が向上するなど一定の
改善が見られたが，単相 2元 MDSの結果との
類似性は依然として存在していた．この類似
性が生じる理由として以下の 2通りの解釈が
考えられる．1 つは，単相 2 元 MDS のモデル
が頑健であり，単相多元データを単相 2元デ
ータに縮約して分析しても，共通の関係性が
表現出来るという解釈である．もう 1 つは，
単相多元データが 2つの対象間の関係を含ん
でおり，分析結果に影響を及ぼしているとい
う解釈である． 
そこで，Nakayama(2007)などでは，単相 3元
データが 2 つの対象間の関係を含んでおり，
単相 3元 MDSの分析結果に影響を及ぼしてい
ると考え，単相 3元データから 2つの対象間
の関係を除いて分析を行うための単相 3元モ
デルの提案を行った．その結果，2 つの対象
間の関係による影響を取り除いた根本の共
通性を有した新たな独自の 3つの対象間の関
係からなる結果が得られ，解釈の面でも向上
が認められた 
以上の研究の背景と成果を踏まえ，本研究

課題では，Nakayama(2007)のモデルを基本と
して，単相多元データに適応したモデルへの
拡張と一般化を行うことにより，新たな分析
方法の構築を指す． 
 
２．研究の目的 

 本研究課題では，複数の同一の対象が組み
合わされた単相多元データを分析する際に，
個々の局所的な関係を考慮した上で，全体的
な関係を示す情報を分析するための多次元
尺度構成法(MDS)のモデルの構築を目指す．
具体的には，単相多元 MDS に conditional 
association を仮定したモデルを提案する．
そして，conditional association を仮定し
ないモデルとの比較検討を行い提案モデル
の妥当性を示すとともに、より適切なモデル
の選択法について提言を行う．また，購買行
動や購買心理などの実データに応用するこ
とで，提案モデルの有効性を明らかとする． 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では，第一に，単相多元データ
を分析する際に，個々の局所的な関係を考慮
した上で，全体的な関係を示す情報を分析す
るための単相多元 MDSのモデルの提案を行う．
提案するモデルは，Nakayama(2007)で提案を
行った単相 3元データを分析する際のモデル
を基本として，conditional association を
仮定したモデルとする．そして，conditional 
association を仮定しないモデルとの比較検
討を行い，個々の局所的な関係を考慮したモ
デルを適用すべきなのか，考慮しないモデル
を適用すべきなのかという，適切なモデルの
選択のための基準について提言する． 
また，提案を行ったモデルを消費者の購買

行動や購買心理を示すデータに適用し，消費
者行動研究への活用を目指す．消費者行動研
究では，マーケットバスケット分析やアソシ
エーション・ルールなどにより個々の局所的
な関係に注目した研究が多く行われている
が，全体的な関係に注目した研究は少ない．
そこで，本提案モデルを適用することにより，
個々の局所的な関係を考慮し，全体的な購買
行動や心理メカニズムを表現することで，消
費者行動研究における新たな示唆をもたら
すことを目指す． 
 
４．研究成果 

本研究課題で注目する MDS のモデルでは，
これまで 2 つの対象間の近接度に基づいて 2
つの対象間の距離を定めることで対象間の
関係を表現する単相 2元 MDSと呼ばれる手法
が一般的であった．単相 2元 MDSにより求め
られた布置から明らかとなる関係は，2 つの
対象間の近接度に基づくものであり，3 つや
4 つなどそれ以上の対象間の近接度による関
係は，2 つの対象間の近接度に置き換えるこ
とで表現され，直接的には表現されない．つ
まり，3つの対象間の関係を分析する際には，
第 3番目の対象の影響については考慮せずに
2 つの対象間の関係とみなして分析が行われ
ることになる．例えば，3 つの対象間の同時
購買を分析する際には，第 3 番目の対象の影



 

 

響については考慮せずに 2つの対象間の同時
購買の関係とみなして分析が行われる．しか
し，本来であれば 3 つの対象間以上の関係も
2 つの対象間の関係に置き換えることなく，
直接的に表現することができれば，対象間の
あるべき本来の関係が表現できるのではな
いかという考えも存在する．そこで，第 3番
目以降の対象の影響も考慮した分析を行う
ためのモデルを提案し，数理的な妥当性や消
費者行動研究などへの実用性について研究
を行った． 
本研究課題においては，n 個の対象からな

るデータが与えられているとき， 
・そのデータから n 個の関係を表すデータを

作成し，そのデータから 2つの対象間の情
報を取り除く 

・次に，2 つの対象間の情報を取り除いた n
個の対象間の関係を表すデータから，3 つ
の対象間の関係の情報を取り除く 

・このように，順次，(n-1)個の対象間の関
係を表す情報までを n個の関係を表すデー
タから取り除いていく 

というステップを繰り返しながら分析を行
っていくというモデルの提案を行なった． 
そして，初めに，3 番目以降の対象の影響

も考慮した分析が必要か不必要なのかを，実
データへの適応し検討した．その結果，2 つ
の対象間の関係による影響を取り除いた根
本の共通性を有した新たな対象間の関係に
ついての知見が得られた．それらの知見によ
り解釈の面においても向上が認められ，提案
モデルの有効性や実用性の一端がうかがえ
た． 
さらに，3 番目以降の対象の影響も考慮し

た分析が必要か不必要なのかということに
ついての数理的検証を行うために，統計的検
定などを行うことで検討した．さらに，複数
の同一の対象が組み合わされた単相多元デ
ータを分析する際に，いくつの対象間の関係
を考慮すべきであるのかという，考慮すべき
対象間の関係数の上限を決定するためのス
トッピング･ルールについての検討も行った．
その結果，提案モデルについての妥当性と考
慮すべき対象間の関係数の上限を決定する
ためのストッピング･ルールについての数例
的な示唆が得られた． 
また，提案したモデルを消費者の購買行動

や購買心理を示すデータなど様々な実デー
タに適用した．消費者行動研究では，消費者
がどのような組み合わせで商品を購入する
のかということに注目した研究が行われて
いる．それらの研究では，マーケットバスケ
ット分析やアソシエーション・ルールなどが
用いられ，2 商品，3 商品というように，ど
のような商品の組み合わせで購買行動が発
生するのかということが研究されてきた．し
かし，これらの手法は個々の局所的な購買行

動や心理メカニズムを明らかとするのに適
した手法であり，全体的な商品間の関係を解
明するのには適していない．そこで，本研究
課題において提案を行ったモデルを応用し，
個々の局所的な関係を考慮した，全体的な購
買行動や心理メカニズムを表現するという
これまでの研究とは異なった視点から，消費
者行動研究において新たな示唆をもたらす
ことを目指して研究を実施した．その結果，
第 3番目以降の対象の影響も考慮した分析を
行えば良いのか，それとも従来通りの 2つの
対象間の近接度に基づく単相 2元 MDSによる
分析を行えば良いのかどうかということに
ついての指針を提案モデルにより示すこと
ができることが判明した．また，消費者行動
研究への応用における有効性も示された． 
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